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アレク ン ー・クラインと大ジードルンク・ ート・デュレンベルク：

イマール期ドイツにお る住戸平面 とその実

模 人  

Alexander Klein and the large housing estate Bad Dürrenberg  as an example of the research 
on dwelling unit plan in Germany during the Weimar period and its practice 

Monado EBISAWA  

This paper discusses Alexander Klein's research on dwelling unit plan and his largest project 
of housing estate, Gross-Siedlung (large housing estate) Bad Dürrenberg, near Leipzig in Germany. 
Alexander Klein (1879-1961), a Russian-born architect, dealt with study to improve residential 
environment in small dwellings in Germany during Weimar period.  He developed the graphical 
methods to evaluate plan of dwelling unit objectively, for example the diagram to analyze the motion 
of dweller in rooms and so on.  His studies were published in many German architectural journals 
in the late 1920s and introduced also in Japanese architectural journals in 1930.  

In 1928 Klein designed the large housing estate consisting of 1000 dwellings in Bad 
Dürrenberg.  In this project he designed six types of dwelling units which reflected his studies and 
had such characteristics as functional layout of rooms with original furniture, improvement in dark 
entrance room, widening of room by use of balcony and so on.  Although all of the Klein's planning 
had not completely realized, the apartment blocks by Klein have been maintained until now and 
accept inhabitants as before.  

はじめに

イマール共 時代（1919-33）のドイツでは、

一 世 大 後の住宅 足を するために、住宅の大

が となった。その 決 の一つとして でジ

ードルンクと呼ばれる住宅 地が建設された。ジードルン

クでは 的な住居の建設が められると同時に、 能的

であり、かつ や通 、 といった を改 す

る住宅が された。その に当時の 的な建築家た

ちは積 的にかかわり、 な提案を行った。二つの世

大 に まれた 1920 年代は、建築家たちによって大 の

ための しい住宅の計画が模 された時期であった 1)。 
建築家たちはジードルンクの計画にあたって、住戸平面

の計画、住棟の配置計画、 しい構 や施工方法の提案、

庭や街 などの外 間の計画、住棟のデ インや の

計画など な提案を行った。中でも られた床面積を効

的かつ 能的に うための住戸平面の計画は、ジードル

ンクの計画においてすべての建築家が取り組むもっとも

な ーマだったと える。

この時代、ジードルンクの住戸平面の計画を 学的な

に づいて行った建築家に、アレク ン ー・クライン

（Alexander Klein  1879-1961）がいる。彼は現 の日本の

建築計画の 書でも、 を用いた効 的な平面計画の

者として されているように 2)、1920 年代ドイツで

住戸平面の と計画に取り組んだ建築家として 的

に られている。しかし彼が行った の詳細については

なかなか られない。本 では、まず 2 章で同時代の建

築雑誌に 表された論考をもとに、クラインが住戸平面の

改良のために行った提案を 理し、 説する。あわせて同

時代の日本にお る彼の の の一面についても

する。 く 3 章では、彼がドイツで設計した大規模な

ジードルンクであるライプツィ ード・デュレンベ

ルクのジードルンク（1928-30）を取り げ、クラインの

住戸平面 と実 のジードルンク建設の関 を考える。

さらに同ジードルンクの建設後および現 も報 したい。 
アレク ン ー・クラインに関する詳細な は少なく、

見の りでは、 的な は 1976 年の U. クラウス

ュ ー ーの学 論文のみと考えられる 3)。その後出版

されたモ グラフは見られない。おそらく彼の 、すな

わちロ ア出 で、 イマール期にドイツで したも

のの、1933 年以後はイスラ ルに 住してしまうという

が影 し、ドイツでは が 積されておらず、その

他の地 でも詳細な はなされてこなかったと われ

る 4)。また、彼は 1920 年代後半に住戸平面の を 中

的に行うものの、実 の建築の作 数が られている点も、

彼に関する が少ない理由の一つだ う。

一方で大ジードルンク・ ード・デュレンベルクについ

ては、N. スフェンソンの論文 5)が筆者が べた り 一
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の 括的な である。本 では、 本的事 については

この も参照したが、主 としたのはクライン によ

る同時代の建築雑誌記事の記述を改めて し、このジー

ドルンクの建築の特徴を明らかにすることである。その 、

本論前半で述べるクラインの住戸平面 と実 に建設

されたジードルンクの住戸との関 についても した 6)。 
 

アレク ン ー・クラインと住戸平面  

ク ン ー クラインに 7) 
アレク ン ー・クラインは 1879 年にロ ア （現

はウクライ ）の デッ の な 人家庭に ま

れた。1904 年に ンクト・ ルスブルクの工 大学を

業し、2 年後には同 に計画された 2000 床の の設

計 の 者となり、共同作業者とともに 棟を設計して

いる。 く 10 年の間に彼は工場や労働者住宅、 会 、

などの設計にかかわった。当時の彼は設計にあたり

典主 式を用いていた。1910 年代前半には ーロ

ッパを 行し、建築に関する見 を めている。1917 年

にコー スの 地 スロ ツクの 計画設

計 で 利し、その後数年にわたり同地の 計画に

わる。 
このようにロ アで建築家・ 計画家としての実 を

積んだクラインだったが、ロ ア 後の 1920 年代初 、

的な理由からドイツのベルリンに 住することにな

る。そこで彼は前 的な建築 と出会った。そして

的かつ 能的な住宅を める時代の のなかで、 学的

な に づいた住戸平面の に取り組んでいく。それ

が 節で する一 の である。それらはドイツの建

築 誌で 表された。クラインはその成果をいくつかの

住宅地の設計で 用しようとした。その として、ベルリ

ン・ツェーレンドルフ、フィッ ュタールグルントに 業

住宅 式会社（Gagfah）によって建設された住棟

（1928）（図 1）がある 8)。そして彼のドイツにお る最大

の仕事となったのが 本 の 3 章で論じるライプツィ

ート・デュレンベルクの大ジードルンク（1928-30）
であった。 
ドイツの住宅計画で を める建築家となったクラ

インだが、1933 年のアドルフ・ トラーによる チ の

力 後、ドイツからの 住を なくされる。最初フ

ランスのパリへ り、1935 年にパレス ィ へ 住した。

そこで彼は、 イフ にある クニ ン（現 のイスラ

ル工 大学）の に し、 計画や住宅計画を え

ることになった。その後 1960 年にアメリ のニュー ー

クに 住するまで、同 で建築、 計画の 家として

した。イスラ ル時代の主な業 として、 リアッ

ト・ビアリクの （1934）、 ィ ンの 計画

（1940-50）、イスラ ル工 大学の ンパス計画（1953
年 工）などがある。1954 年には ュト ットガルト工

大学から を された。さらに 1957 年にベ

ルリンで開 されたインター ウ 会では、ベルリン・

ン 地区に 5 階建ての住棟を設計するが、実現はしなか

った。アメリ 住の 1961 年にニュー ークで他 す

る。82 であった。 
 

ク ン ー クラインの住戸  

クラインは 1927 年 から、ドイツの建築 誌におい

て小住居の平面計画に関する 成果を 表している。そ

の一 は 1930 年に 煉 によって日本の建築雑誌

でも された。同時代の日本でのクラインの につい

ては 節で することとし、本節ではドイツにお る

1920 年代後半のクラインの一 の を 説したい。な

お、ドイツ の「Wohnung」は「住居」とも「住戸」とも

せるが、クラインの 対 が主に 合住宅の住戸の平

面であることから、本 では「住戸」平面という を

本的に用いることとする。ただし、当時の住宅建設にお

る ー ードであった「Kleinwohnung」「Kleinstwohnung」
に関しては、それ れ「小住居」「最小住居」という

をあてている。 
クラインがドイツの建築雑誌に 表した論考の中で、筆

者が した主なものは以下である。 
（1）.「小住居平面の のための図 方式の み」（『

スムート建築 月 誌』1927 年 7 、pp.296-298）
9) 

（2）. 「小住居平面の合理的 形に関する 」（『 ウ

ギルデ』1927 年 22 、pp.1349-1361, 1365-1368）10) 
（3）. 「最小住居に 関廊下は か 」（『 ウ ェル

ト』1927 年 21 、pp.524-525）11) 
（4）. 「小住居の平面形成と 間 形および しい

方法」（『建築行 中 』1928 年 34 、pp.541-549、
35 、pp.561-568）12) 
この 4 以外にも 数の建築雑誌でクラインは の

を 表しているが 13)、内 の も見られるため、本

では 記の 4 について を述べ、彼の住戸平面

の 開を すこととする。 
 

（1）.「小住居平面の のための図 方式の み」（1927） 
この論考は、クラインが住戸平面 を 表した初期の

ものと考えられる。ここで彼は、 の住戸平面 の図 1 ル ン ー ンドルフの住棟（2014 年 2 月撮影） 
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となる「図 方式（graphisches Verfahren）」を提 する。 
でクラインは のように述べる。 の住戸平面の

では、明 性（Klarheit）、 性、 の形、 の

、 、平面の 効利用といった が り し用い

られてきた。だがそれらは する人によって結果が な

ることがあり、主 的な を する面を っていた。

それに対してクラインは 的な のための を

した。その結果が「図 方式」である。それは住戸平面

の な特性を表現するための方法であった（なおその

では、 の天井高、 、壁の 理、 備された家具、

人工照明は二 的なものとして考 に れないこととさ

れた）。 
この図 で表現されるのは、以下の 3 点である。 
一つは「通 の配置と 」である。住戸内での の

計画がここで される。二つ が「行 面積

（Bewegungsfläche）の 中」である。行 面積とは、室内

において、ベッドや 、戸 などの家具が置かれた場 を

いた、人が くことのできる を指す。それを さ

せず、 中させることが居 地のよい住居に結びつくとク

ラインは考えた。 つ の「 学的 性と平面 の

関 性」は以下のようなものである。まず、住戸の平面を

形などの な 学的図形に する。この 図形が

その 間に ったときに居住者が する平面 とな

る。これら平面 の 、 の なり方、高 、

時の明 の変化などによって居住者は 的・

的に を ることになる。この の数が えるこ

とで居住者の への負担が すとクラインは考えた（以

は（2）の論考に掲載された図 2 で する）。 
以 の つの図 を用いることで、実 に建築を建てる

前に平面の 効性を べることができるとクラインは考

えたのである。なおここで彼は、 の設計した住宅と

ラン 人建築家 J.J. .アウトが ュト ットガルトの

イセン ーフ・ジードルンク（1927）で設計した ラス

ウス式住宅を に図 を みている 14)。 
クラインが図 を通して しているのは、住居内にお

る居住者の な ネルギー 費をなくすこと、そし

て 的な平面計画の結果としてもたらされる、居住者の

に対する 労を することであった。また、 の

図 において 学的 性（Geometrische hnlichkeit）
という を提 する点も 特である。彼はそのような

が「高 の建築 」に対してだ ではなく、小住居の

ようなより一般的な にも をもつものであること

を そうとしている。このようにして、 性、構 、熱

（Wärmewirtschaft）といった 点のみから取り組まれ

てきた 前の平面計画の さを指摘しようとした。 
 

（2）. 「小住居平面の合理的 形に関する 」（1927） 
この論考では、クラインによる住戸平面改良のための

数のプロジェクトが されている。その前置きとしてク

ラインは のようなことを述べる。 
年は の社会的、 的 が変化している。人

 
 図 2 図 式によ 2 の住戸 の図 の （192 ） 

 は 間の で 用 を た図  

 9 10 は と の を た図  

  の図で を た 間の を た  
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はかつてのような を たないので、住居の規模は

されな ればならない。多くの人は女中を わないので、

家事は 化されな ればならない。また、かつてのよう

な社 的な を ることができないので、住居は家 の

に合わせられな ればならない。これら 点が しい

の前提となり、 しい住戸平面はそれに合わせられる

ことになる。それと同時に「最小 の居住（Wohnungs- 
minimum）」も 証されな ればならない。「最小 の居住」

を 証するために住居に とされるのが のような

である。すなわち、 はそれ れに用 をもち、効

果的に の方 に られる。家具の適 な配置を考

しつつ、可能な り大きな行 面積が確 されるように開

が設置される。また、 の取れた の形や住居内

の良好な結びつきを考 する。 
この論考で したいのは、後半において（1）で提

した図 方式の 説がまとめられている点である。前出の

（1）では J.J. .アウトの住宅という個別 を に図 を

みていたのに対し、ここでは の一般的な住戸（ ）と

それをクラインが改良した同規模の住戸平面（ ）を対比

的に図 することで、 の考えを一般化している点が特

筆される（図 2）。ここでの二つの平面の比 の図がクラ

インの住戸平面 の図としてその後しばしば参照され

る。その点でもこの図は 性を つものと える。 
 

（3）. 「最小住居に 関廊下は か 」（1927） 
（3）では、住戸平面を計画する での具 的な イン

トが される。 でクラインは、 合住宅にお るフラ

ット式の住戸（Stockwerkwohnung）15)であっても、一家

用住宅（Einfamilienhaus）16)と同 に 適な住居を提 し

な ればならないと述べる。その 、大規模な住居がもつ

すべての を小規模な住居の中に 小して そうとす

ることは ンセンスであると彼は う。クラインが特に問

するのが、文章のタイトルにもある 関から通じる

い廊下である。一方で、 、 室、寝室が す る場合

はその規模を 小し、居間に面積を割り当てるべきだと彼

は述べる。そして、 合住宅の住戸の計画において考 す

べき 6 を提 する。それをまとめると のようになる。 

(i) 関廊下の ： 
く、戸 などが建て られた 関廊下の代わりに、

明るい の前室を設 、それを居間とつなげる。 
(ii) 室のグループ化： 

住戸全 を寝室・ 室・ 室と、居間・ 事室・

の二つのグループに る。 と 事室の間は配

のある きの壁を設 ることで、 の を

、主 の負担を する。 
(iii) 家具設置後の床面積の 効化： 

な家具を配置した後に に行 ・作業のため

のまとまった面積が されるように、 室の配置を行

う。 
(iv) の効 的な計画： 

家事作業を考 して、 には な家具を り 、

面積を する。 は正方形平面とし、主 の

な作業を節約する。 
(v) 用 の り ： 

雑 と家具を配置するのではなく、 用の り

の を設置し、 を える。 
(vi) ルコニーの設置： 

居間に住居の としての ルコニーを設 る。 事

は最 の で ルコニーに ばれるようにする。 
以 の 6 の提案は、クラインの住戸平面 の中で

も最も具 的かつ実 的なものと える。この指 をもと

にここで されるのが図 3 のような住戸である。 
 

（4）. 「小住居の平面形成と 間 形および しい

方法」（1928） 
1928 年に 表されたこの論考において、クラインの

住戸平面の 方法と提案は 的にまとめられる。ここ

でもまず、 に されたクラインの考えを 約しておき

たい。以下が彼の の である。 
人間は と から構成されている。しかしこれまで

の住居は居住者の の を に考 していなかっ

た。われわれが創り出す住居は、 日の と文化的

と関 し、同時に安さと さの に じ、さらに

を にし、われわれの 的・ 的 ネルギーを

するものでな ればならない。現 、 の があ

りながら、できる り早 な住宅 足の が められて

いる。つまり、時代に合う「最小 の住居」を支 い可能

な家賃で作ることが められている。そのような時代の

のなか、住居の面積を 小したとしても は ず

しも 化するとは らない。むし 「最小 の住居」であ

っても「居住文化」を高めることは可能である。このよう

な 難な問 に対する 答は、 的になされな ればな

らない。その 、すべての を一つの方 式に れるこ

とはできないから、建築 や構 方法はまずは考 から

外して問 を くことになる。 
このように の考えを述べた後、クラインは合理的な

住居の型を見つ 出すための作業の流れについて 説す

る。図 4 はクラインが作成した作業のプロセスの図を し

 
図 3 クラインが フラット式の住戸の （192 ） 

（図 の は住戸 では 用 を ） 
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たものである。 
住居の型を確 するための作業は、地 、気 、社会階

といった一般的な問 （I）から始まり、住居の 足数

に関する統計的 （II）、居住者に対する住居の影 に関

する 学的 （III）、 室、 室、 、家具などに

関する居住 的問 （IV）、建築の 行き、住戸面積、1
階床の高さ、 形 、 方法などに関する建築 的

問 （V）を した で、「最大のプログラム」（VI）が

提 される。それは 性、 、 性、 適性などの

点から住居が たすべき を したものである

17)。 
このプログラムを たした で、「特 の のための

最小のプログラム」（VII）と「プログラムへの回答」（VIII）
の 階に む。ここで建築家は、居住 と 性におい

て最大の効果を ると同時に を最小にするような住

居の型を作りださな ればならない。その後、 用

（ ragebogen）による案の （I ）、同一スケールでの

案の比 （ ）、図 方式による案の比 （ III）などを

て案を り込んでいく。そして実物大模型（ V）や 作

（ VI）による 後に、大 のための規 化された 

 

 
図 4 住戸 イプを た の の れ（192 ）（Zentralblatt der Bauverwaltung, 1928, p.542 の図を筆者 ） 
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建築の型（ VII）ができあがるという流れである。 
この中で、「 用 による計画案の 」（I ）と「計

画案の同一スケールへの 」（ ）は たに 場した方法

であるため、ここで説明したい。 
用 による の として、クラインが作成した表

（図 5）がある。クラインはこの表で、 合住宅の住戸平

面の 本的な特徴をまとめると同時に、その を みて

いる。この表には 2 つの イントがある。まず、表の 半

には床面積や寝室数など住戸の 本的な情報が記され

ている。その中でクラインが提 する 特な が、「

用効 （Nutzeffekt）」（表の 15 ）、「居住効 （Wohneffekt）」
（表の 16 ）、「ベッド効 （Betteneffekt）」（表の 6 ）

である。 用効 とは、 用面積（表の 3 ）を全面積（表

の 1 ）で割ったものである。居住効 は、居間と寝室の

合計面積（表の 10 ）を全面積（表の 1 ）で割った数

である。これらの が大きいほど望ましい平面と考えら

れる。しかしクラインがこれらにも して するのは、

全面積をベッド数（表の 5 ）で割った「ベッド効 」で

ある。この が小さいほど、より効 的な住戸平面が計画

されたことになる。 
表の 側は、クラインが理 的な小住居にとって と

考える 17 を、それ れの住戸平面が たしているか

かを「 」と「-」で したものである。「 」の数が多

いほど、住戸平面としての 成度は高いことになる。 
図 5 の表では 4 つの住戸平面（タイプ 1〜4）が比 さ

れている。他の建築家による同面積の 2 つの平面（タイプ

1、2）と、それをクラインが改良した 2 つの平面（タイプ

3、4）である。もともと同じ面積の住戸であるため、 用

効 はタイプ 1〜4 で同じ となっているが、居住効 18)

とベッド効 はクラインの案がより高い を ている。

同 に 17 の では、クラインが改良したタイプ 3
は、タイプ 1、2 に比べて大 に高い点数となっている。

さらにタイプ 3 を「図 方式」を用いて改良したタイプ 4
はタイプ 3 に比べて、 点を げている。このようにし

てクラインは、住戸平面をできる り 的に するた

めの方法を 行していく。 
もう一つの「計画案の同一スケールへの 」（ ）につ

いては、図 6 が 的に す。一つの間取りの型について、

を （間 ）、 を 行きとし、それ れの を変

化させることで、もっとも適 な住戸規模を決めるのであ

る。この表の に行 ば行くほど、間 に比して 行き

が い住戸平面が える。それらは外 に面する面積が狭

く、 行きが くなるので、 的である。一方で表の

下の平面は 行きに比して間 が くなる。それらは外

 

 
図  住戸 の の図（ 画 の ス ール の ）（192 ） 
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に する が大きくなるから 的であるが、間 が

い 、 的である。結 、 的かつ 的な住戸

平面は から 下への対 にあることになる。住居

に とりが められれば 下の平面が され、最小規模

の住居の場合は の住戸が められる。住戸平面計画に

関するわかりやすいマトリックスが されるのである。 
ただし、以 述べた（I ）と（ ）の二つの方法（図 5、

6）はあくまで事前の のための方法であり、 学的な

ものとは見なせないとクラインは述べる。彼が 学的方法

と 置づ るのが、 いて説明される「図 方式」である。

この説明はすでに（1）と（2）で見た内 と 本的に同

であるが、違いとしては、（1）で提 された 3 点、すなわ

ち「通 の配置と 」「行 面積の 中」「 学的

性と平面 の関 性」に加えて、「壁面積の と 間

の狭 化」という 4 の図 が 加されている点が挙げら

れる。この 4 の図（図 7）は の 開図に開 や家

具の外形を き込み、 が当たる や影となる など

を表現したものである。図 7 の 下の図はともに、図 5 で

されたタイプ 1 の住戸の寝室の立面を表している。

側の図では、 の る面（開 ）を 、家具に われ

た壁面を 、 りの壁面を 模 で表し、3 者の関

性を そうとしている。下側の図では、 の る面、 が

当たる壁面、家具表面を で表し、影ができる面を

としている。クラインがこれらの図で したかったのは、

の高い家具よりも い家具の方が壁面の を げ、

の めや 間の を良くするということであった。 
これらの図 を用いることで、クラインは住戸平面の

用性を建設前に しようとした。特に彼は に し、

その を らし、 を 、 さを くすることを

した。 が くなれば住戸内で居住のために 効に

える面積は 少してしまい、住人の ネルギーも 費され

ることになる。彼はまた、住戸内で居住者が行 する面積

を確 することも している。そのために家具の効 的

な設置を主 した。さらに の形はできるだ に、

どうしの結びつきに を えようとした。 
以 のようにクラインは、1920 年代後半に彼 の住

戸平面 を させ、小住居の建設という時代の に

えようとした。住居の計画において特に彼が したの

が、 的な 指 であった。 的、 的、そして

住人の ネルギー 費において効 的な住戸平面を作り

出すために、（4）で見た 階的な作業の流れを設 し、

用 による や同一スケールでの比 などで計画を

り込んだ。そして最 的に「図 方式」で住戸平面に対

する を確 させたのである。この図 方式を彼は最も

学的な方法と 置づ た。 
 

クラインの住戸 の での  

述したクラインの住戸平面 は、同時代の日本でも

されている。ここで日本にお るクラインの の一

面についても れておきたい。 
者は 煉 （1902-75）である 19)。 は、

1924 年に 高等工業学 設工業 成 建築 を

業し、最初工業学 で を るが、まもなく し、

建築家として する。彼は建築 の同 と AS 建築会

というグループを結成し、 会や雑誌特 で建築の計画

案を 表していく。同時に 外の建築 の を初めと

した 筆 を行い、 作と 筆の 面で 1920 年代後半

に を現していった。クラインの の もその一

で 1930 年になされたものであり、同じ年には「一戸建式

より 式に する共同住宅の型」と する計画案も

表している。同じく 1930 年に彼は「ウクライ 場

設計 案」で 4 等に し、 を びる。これが

の 代建築家としての の一つの 点となった。 
はクラインの小住居平面 を以下の文章で

している。 
・「アレ ン ー・クライン氏が えた小住宅平面への

影 」（『建築 報』1930 年 3 月 、pp.10-17） 
・「アレ ン ー・クライン氏の小住宅平面の  No.1」

（『 建築』1930 年 3 月 、pp.9-16） 
・「アレ ン ー・クライン氏の小住宅平面の  No.2」

（『 建築』1930 年 4 月 、pp.1-16） 
・「アレ ン ー・クラインの No.1」（『建築世 』

1930 年 4 月 、pp.62-70） 
・「アレ ン ー・クラインの No.2」（『建築世 』

1930 年 6 月 、pp.45-49） 
・「アレ ン ー・クラインの No.3」（『建築世 』

1930 年 8 月 、pp.39-51） 
 
『建築 報』の文章は、『 ウギルデ』誌 1928 年 5 月

に掲載された H.フェルターによるクラインの住戸平面の

文「最小住居の模 的平面」20)を したものである。

「つ たし」として の補足コメントが されている。

『 建築』の 2 では、「図 方式」や「 用 によ

る計画案の 」など、クラインの 法の ッセンス

が図や表 りで 説された。さらにクラインの 数の 合

住宅の提案も されている。 の加筆として

いのが、フランク・ロイド・ライトの住宅（「イリ イス・

イランドパークの ィラ」）の平面をクラインの 法で

している点である。そこで は「ライト氏の

プランが、 じて「 」 び「 面積の 中」におい

て、 れたものを すものが多い」と している。 
『建築世 』の 3 は、1928 年に出版されたドイツの

 
 

 図  クラインが用 た 4の図 の （192 ） 
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代建築家による論文 『住宅建築の建設の問 』にクラ

インが せた論文「居住問 に関する論考」21)を 3 回に

て 出したものである。その内 は、 本的には前節で

説した一 の と なるが、クラインの住戸平面

の が を って に 出されている点は、 とし

て と える。 
論考の詳細にはここでは立ち らないが、全 を通し

て えることは、 の論考が、 が主 とは え、

前節で したクラインの住戸平面 の多くを ー

しているということである。クラインがドイツにおいて小

住居の を 開していたほぼ同時期に、彼の が日本

で されていた事実を い ることができる。ただし、

それがその後の日本の住宅計画においてどの 度実 に

用されたかは かではない。実 には、 的な影 力

はあまり大きくなかったと うべきかもしれない。 
には、クラインの理論が当時の早 大学

・ の に影 を えたことを指摘するもの

もある 22)。しかしその とされる が 1929 年に『住宅』

誌に 表した「間取りの 性」23)という論文では、クラ

インが用いた「主 室（Hauptwohnräume）」と「 室

（Nebeuräume）」の区別（図 5 参照）を日本の住宅に適用

して、後者の割合をできるだ 少なくすべきという ンプ

ルな主 がなされるだ であり、クラインの住戸平面

の全 が されているようには見えない。また、 が

早 大学 の と で 1934 年に 表した

「住宅 の配 に関する統計的 」24)と する論文で

は、クラインの が 判的に されるが、あくまで

に しての であった。そもそもこの 2 にお

いては、 合住宅ではなく一戸建ての家 が として取り

げられており、その点でクラインの一 の との間に

が感じられるものであった。 
本 の でも述べたように、現 の日本でアレク ン

ー・クラインが されるとすれば、 を提 し

た 者としての面であるように われる。もともと住宅

の構 や設備が なり、気 や住文化・ も なる日本

の建築に、ドイツの をそのまま適用することが難しか

ったことは理 できる。クラインの が同時代の日本で

されたとしても、結果として「 」という最もわか

りやすく、 性をもつ が ったということなのかも

しれない。 
 

大ジードルンク・ ート・デュレンベルク 

ジードルンクの  

前章で述べたように 1920 年代後半にアレク ン ー・

クラインはドイツにおいて 的な住戸平面 の 法

を提 し、 的に られる になっていく。一 の

から理論家としての 度が 行した彼が 1928-30 年 25)

にライプツィ ート・デュレンベルクに実現させた

のが、大ジードルンク・ ート・デュレンベルク

（Gross-Siedlung Bad Dürrenberg）であった。このジードル

ンクは当時の多くの建築雑誌で されており 26)、同時代

において を めたプロジェクトだったことがわかる。

本章では、クラインの住戸平面 を まえ、彼がドイツ

で実現したこのジードルンクの成立と建築の特徴を論じ

ることとする。 
大ジードルンク・ ート・デュレンベルクは 1916 年に

設立されたメルセブルク・アンモニア工場の 業 への住

宅 を 的に計画された。同工場はメルセブルク の南

側のロイ に立地することから後に「ロイ 工場

（Leunawerke）」として られることになる。すでにロイ

の地には工場労働者のための 的なジードルン

クが 1917〜27 年に建設されていた 27)。しかしアンモニア

工場の 大に い、 加する労働者を するためにより

多くの住宅が になった 28)。そこでメルセブルク

（Landkreis Merseburg）によって されたのが ート・

デュレンベルクの敷地であった。この敷地は、 ー

ト・デュレンベルクに し、ライプツィ から 25km、

レから 30km、アンモニア工場から 7km れた場 であ

った（地図で確 するとロイ はメルセブルク 中 と

ート・デュレンベルクを結 のほぼ中間点に 置す

ることがわかる）。アンモニア工場とは および 面

で結ばれる点もジードルンクの立地として好 合であ

った 29)。 
20 世紀初 のジードルンクの中にはこのように工場・

業・ など労働の場との結びつきで計画されたものが

しばしば見られる。代表的なものとして、 業で を

せたクルップ社との関 で計画された ッセンのジード

ルンク・マルガレー ン ー （1909-13、 ルク・メ

ッツェンドルフ設計）や、化学 を製 する中 ドイツ

立工場の労働者のために建設された ィッ ンベルク

ピ ス ルリッツのジードルンク（1916-19、 ット

ー・ルドルフ・ ルフィスベルク設計）が挙げられる。

ルンスト・マイらによるフランクフルトの一 のジードル

ンクやブルー ・タウトらによるベルリンのジードルンク

がいわば「 型」のジードルンクとして 特 多数の

民を対 としたのに対して、特 の 業の労働者のために

計画された社宅に いジードルンクの があったこと

を 記したい。大ジードルンク・ ート・デュレンベルク

はその一 である。 
このジードルンクの当初計画は約 1000 戸であり、その

規模から同時代の記事では一般に「大ジードルンク

（Gross-Siedlung）」という呼 が用いられている。施主と

なったのは、メルセブルク 会によって たに設立され

た ジ ー ド ル ン ク 会 社 （ Gemeinnützige 
Siedlungsgesellschaft Landkreis Merseburg G.m.b.H.）であっ

た。社 には 会の （Landsrat）も めた ィル

ルム・グスケ （Dr. Wilhelm Guske）が し、建設プ

ログラムの指 にあたった。 
施工業者にはアドルフ・ゾンマーフェルト（Adolf 

Sommerfeld ）の一般住宅建設 式会社（ Allgemeine 
Häuserbau A.G.）が された。同社は、「コンクリート流
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し込み構法（Betonschüttverfahren）」を用いて、同時期メル

セブルク 内に約 1000 戸の住宅を建設していた。この構

法は、セメント、 利、スラグ（ ）、 の 合物を

板の間に流し込み壁 を作るもので、比 的 期間の施

工を可能にするという利点があった 30)。またその壁 は、

構 や断熱においても煉瓦壁に る性能をあわせ つと

された 31)。 
当初はクラインとともに ルター・グロピウス

（1883-1969）が設計に参加していた。グロピウスは 1928
年 にアドルフ・ゾンマーフェルトの でこのジードル

ンクの設計を 負ったとされる 32)。彼は 1920-21 年にア

ドルフ・マイ ーとともに表現主 の作 で られるベル

リン ュ ーグリッツのゾンマーフェルト を建設して

おり、ゾンマーフェルトとは仕事 の関わりが かった。

ート・デュレンベルクの設計依頼もそのような関 によ

るものだ う。この 1928 年の 、彼はデッ ウの ウ

ウスの を しており、 立した建築家として を

開していた時期にあった。 
しかしながら、1929 年 2 月にグロピウスは早くも計画

から くことになる。彼がこのジードルンクの建築に め

た の形 や の形などが行 側や施主、アンモニア工

場からも されためである 33)。グロピウスは当時デッ

ウ ル ン（1926-28）や ールスルー ・ マー ュト

ック（1929）のジードルンクで 用していた の建築

を提案したとされるが、 的な施主らには れられ

なかったのである。その後クライン一人が建築家として実

施に当たることになった。 工後の からわかるように、

実 に建設された大ジードルンク・ ート・デュレンベル

クの住棟はすべて 棟の 配 をもつ建築となった。こ

の結果からわかるのは、クラインはグロピウスのようには

や など建築の外形には特別なこだわりがなかった

ということである。彼にとっての最 事 は前章で見た

ような合理的な住戸平面の計画だったと える。 
 

ジードルンクの 画 

大ジードルンク・ ート・デュレンベルクの敷地は、

の 前の 場を 点に に がる 形の形 を取

っていた（図 8）。クラインが雑誌に 表した全 計画で

は、この敷地の大 を、南 に びる住棟が平行に 、

当時 したツ イレン ウ（ eilenbau 平行配置型住棟）

と呼ばれる住棟 が めている 34)。同時期の平行配置型の

ジードルンクの代表 としては、グロピウスが ットー・

スラー（1880-1962）とともに全 計画を行った 述の

ールスルー のジードルンク・ マー ュトックがよく

られている。大ジードルンク・ ート・デュレンベルク

の配置計画にもグロピウスの 図が されたと考えら

れるが 35)、詳細は 明なため、ここではクラインによる雑

誌記事の 説をもとに論を めることとする。 
クラインは 1930 年の雑誌記事の中で、平行配置型のジ

ードルンクの利点を のように っている。 
「 年、平行配置型の住棟建設（ eilenbebauung）はその

特別な利点のためにますます 民 を てきた。住棟 の

きを統一することは、すべての住居で同等の を可能

にし、また統一された型を用いることで平面を 化でき

る。住棟間の が 等かつ く取られることによって、

日 を 中的に ることができるし、住居間の が

れていることによる 適さを ることができる。36)」 
しかし一方で、平行配置型は、住棟によって囲われた

場がなくなることなどから、 計画的に 足のいく 答

が見つ づらい面もあるとクラインは述べる。住棟の高

さ・ さと住棟間 の関 、住棟 とそれを る通 の

関 なども建築家は考えな ればならない。そこで ー

ト・デュレンベルクのジードルンクでは、問 の 決のた

めに、 のようなことを みたと彼は記す。 
すなわち、敷地についての 的な を行い、住棟

の適 なまとまりを作り、住棟と 地を統一的に結びつ

ることにより、平行配置型に見られる型にはまった を

なくそうとした。また、住棟のフ ードは かつ地

にデ インした。というのも、クラインの考えによれば、

住棟 はフ ード・デ インにおいて統一されたものと

 
 

 図  ジードルンクの 図（ 画）（北が左）（1930） 

 
 

 図 9 と 画された空地の 図（1930） 
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して見られるべきであり、個 が 立ってはならず、全

の一 となるべきだからである。フ ードは住宅の内

にあるものを ランスよく表現するだ でよく、建築にお

いて されす てはならないと彼は考えた 37)。 
いて全 計画の具 的な内 を見てみたい。 

クラインは、 の 前 場を 点に平行配置型の住棟

に する の中 を計画した。そこは 地と通

が配置されたジードルンクの中 となる 地であり、水

び用の やベンチを置いたプロム ードがあり、 木が

のような場 が されていた（図 9）。 
敷地は から にか て 5〜6m る形で していた。

クラインはその敷地の特性に じて 側に 2 階建ての

ラス ウス式の住棟（図 10）を 6 配置し、その 側に 3
階建ての住棟を平行配置している。つまり、敷地の い側

に の住棟を、高い 置に中 の住棟を置く計画である。

その理由は、 側からの い日 を 側の住棟まで行き

らせようという配 にあった。また、住棟の高さを変える

ことにより、平行配置型住棟がもつ さを らげるとい

う いもあったという。なお、このジードルンクの住棟の

高さは （Wohlfahrtsministerium）の指 に って、

すべて 3 以下とされた。 
敷地の南側には小さな があり、その 下側（南側）に

から南 に びるかたちで 3 階建ての外廊下型住棟

（図 11）を して 3 棟建設し、さらにその南側に 4 戸建

ての住棟（1、2 階に 2 戸ずつ計 4 住戸で形成される住棟）

（図 12）を配置した。以 の全 コンセプトは、彼が雑

誌記事に えた 図（図 13）でも表現されている。こ

の図はあたかも 工後の のように見えるが、実は敷地

の に住棟を き れたものである。当初計画の内、

敷地 側の 数の住棟が実 には建設されなかったため、

この としたジードルンクの全 像は 成していない。

また、 述した 前 場から に びる中 となる 地

も、計画の通りには実現していない。このような合成され

た 表現は、筆者が る り同時代のジードルンクにお

いては他に見られないものである。な クラインがこのよ

うな 工 と見 うような を掲載したかは 明だ

が、おそらく の計画によるジードルンクの理 的な

を見せたかったのだ う。 
ジードルンクの全 計画においては、 記の中 以外

にも、 外 間についていくつかの配 がなされていた。

えば、住棟の間の 間は を えた 地として計画さ

れた。 ラス ウス式の住棟の前も、他のジードルンクで

一般的な個別の庭ではなく、 の 間とされた 38)。また、

住人に かな を 証するために、ジードルンク内には

一 を いて が ってこない を立てた。住棟間

に計画されたのは 行者用の 1.6〜2.25m の狭い のみ

であった。このようにして安全が確 された住棟間には

の び場や 場が計画された。また、 的・ 的な

点から、「 ュル フ（Müllhof）」と呼 置き場を、

住棟と の間に、 木によって れるように計画してい

る 39)。 
ジードルンクの住戸に を する中 施設と

それに する 棟は、住宅地と を てた 側の

地に建設されている。他にも や 水 が計画

 

 
 図 10 外廊下型住棟の外廊下より たテラスハウス 

    式住棟の （1930） 

 
 図 11 テラスハウス式住棟の住棟間（北 ）より 

    た外廊下型住棟（外廊下 ）（1930） 

 図 12 地の南 に建設された 4戸建 住棟（1930） 

  （左に のは外廊下型住棟のバルコニー ） 

図 13 ジードルンクの 図（1929） 
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された。 
 

ジードルンクの住戸の  

このジードルンクに建設された住戸の特徴として、住居

形式と規模にお る多 性が挙げられる 40)。 
クラインの説明によれば住戸の計画は以下の でな

された。まずメルセブルク が事前に 地 の住人

にアンケートを実施し、当地の家 構成の について

 
図 14 ジードルンクに 画された住戸 イプ（ （筆者加筆）は 1の o に ） 
 

       図 の室   居間  寝室  寝室     

用ニッ   室  ス ース  ール  廊下 

 

 
1 ジードルンクに 画された住戸 イプの  

 
 

  居間と 用ニッ は 者を 1 室と た   テラスハウスには バルコニー は設 れ は 

    1 テラスの を   の は ライ スマルク を   用 は図 5 の 2 を  
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べた。その結果、2 人家 （ のみ）が 25 、3 人家

が 45 、4〜5 人家 が 25 、それ以 の人数が 5 という

データを た。この比 をジードルンクの住居計画の

とした。そしてこの 4 つのグループに対して、家 人 の

的な 加に備えて、それ れ 1 人多い人数まで 可

能な住居を計画した。具 的にはベッド数（Schlafstelle）
が 21/2、31/2、41/2、51/2の住戸である。なおここでのベッド

数の 1/2（ 0.5）は、 に じて 設可能な 用ベッド

を表すと考えられる。前章で見たように、クラインはその

の中でベッド当たりの床面積（「ベッド効 」）を

していたが、ここでの住戸規模の決め方にもその は

されている。 
住居の形式としては、 ラス ウス式の住居、階 室型

の住棟に るフラット式の住居（文中では Etagenhaus と呼

ばれている）、そして外廊下型の住棟に るフラット式の

最小規模住居という 3 が計画された。この 3 形式に

記の 4 グループの住戸規模を割り当てて、計 6 の住戸

平面タイプをクラインは提案した（図 14）。その内 は表

1 のようになる。それ れの平面型には、C、E、L の

が られている。 ラス ウス式の住戸につ られた「E」
は「Einfamilienhaus（一家 用住宅）」を表すと考えられる。

また、外廊下型住棟の「L」は「Laubenganghaus（外廊下

型住棟）」の だ う。一方でフラット式の「C」は、クラ

インの に づく記 である。彼はこのジードルンクの

設計以前に、「建設 び住宅の 性に関する 立

会（R G）」が 26 人の建築家に対して行った小住居平面の

提案依頼に えて、A〜D の 4 タイプの住戸平面の 本形

を提案していた。それらは一つの階 室に対して 階 2 住

戸配置されるフラット式住居という点では共通するが、

ルコニーの や 室の配置において なるものであっ

た。この 4 の 本形に 16 通りの規模（主に住戸の ）

による変化を え、家 構成などの の違いに対 でき

る計 64 （ 4 16）の小住居平面を ス マ ィックに

提 する方法を みている（図 15）。クラインはその中で

も C 型を大ジードルンク・ ート・デュレンベルクのフラ

ット式の住戸平面の 本形として用い、改良を加えた C2、

C7、C13 の 3 の平面をここで 用した 41)。 
ラス ウス式の住居が るのは、前節で述べた敷地

側の 2 階建ての住棟 である。 住戸が内 に階 を つ

2 構成となり、床面積 68.20 ㎡（E1）と 85.95 ㎡（E2）
の 2 つのタイプがあった。E2 のタイプは 室が 2
あるため、性別で を られる利点があった。いずれ

も 側に 関、 側に ラスが置かれた（図 14 ）。 
外廊下型住棟は、 述のように 形の敷地南側の

いに 3 棟 して建つ。41.72 ㎡という最小規模の住戸を

していた。 に面した 側に外廊下から る 関を

置き、南側に居間と ルコニー、寝室を配置していた。

と 室は 側に置かれた（図 14 ）。居間と寝室が全

の 3 の 2 ほどを め、 室はなく、 のいない

を居住者として していたことがわかる。居間と寝室の

間仕 りを引き戸として 間を やかにつなぐことで、狭

さを感じさせないようにする工 がなされていた。 
ジードルンクの住戸の多数を めたのは、クラインの住

戸平面 の中 となっていた階 室型住棟のフラット

式住居である。それは敷地 側の 3 階建ての住棟 と、外

廊下型住棟の南側に平行配置された 4 戸建ての住棟 （図

12）に められた。 記のようにこれらの住棟には規模の

なる C2、C7、C13 の 3 つの住戸タイプが用いられた 42)。 
ここで用いられた C 型では、 側に住棟の と階 室

が置かれ、住戸内では 側に寝室、 室を置き、 側に居

間、 事室、 、 ルコニーが配置されていた。住戸の

側と 側で用 を明確に ているのが一つの特徴で

あった。 
前章で見たように、クラインは 1927 年の建築雑誌に

表した「最小住居に 関廊下は か 」において、フラ

ット式の住戸の計画において考 すべき 6 を提 し

ている。その 点を び記すと、「(i) 関廊下の 」「(ii) 
室のグループ化」「(iii) 家具設置後の床面積の 効化」

「(iv) の効 的な計画」「(v) 用 の り 」

「(vi) ルコニーの設置」となる。 
この 6 と対照させながら、C7 型（図 14 ）を に

大ジードルンク・ ート・デュレンベルクで建設されたフ

 
図 15 クラインが た（4 1 ） 4 イプの住戸 の （1929） 
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ラット式の住戸の特徴を見てみたい。 
・(i) に関しては、 関を ると 約 140cm の比 的 の

い 間（図 16）が設 られ、居間への にガラスをは

め込むことで、 関から く場 に明るい 間を作る

力がなされている。 
・(ii) の「 室のグループ化」に関しては、 述のように

側に寝室 、 側に居間・ 事室というように

がなされている。工場労働者が多く住む大ジードルン

ク・ ート・デュレンベルクでは、 間作業のために日

中に 寝する住人もおり、 な寝室の確 は特に

であったとクラインは記している。同時に、 ってい

る が居間の し や で を げられないこ

とも考 した。さらに、 室を二つの寝室の間に配置す

ることもクラインは している。なお、このジード

ルンクではすべての住居に と ーの いた

室が設置されており、そこにも住 に対するクラ

インのこだわりが見られる（ただし ラス ウスを い

て、 は 室内に置かれていた）。 
・(iii) (iv) (v) のように、住居内の家具に対する の高さ

もクラインの特徴だった。彼は、家具の計画によって

間を節約しつつ い の良い住居ができると考えた。

C7 型では、 室前に廊下と寝室の 方 からアプローチ

できる小 間（図 17）が計画され、そこに り の

が設置された。またすべての住居において、 と 事

室の間に配 をもつ り の （図 18）が設置され

ている（図 19）。クラインは、これらの家具によって

、 室、寝室の床面積が され、その が居間に

適な さを えると述べている。居間は、他の の狭

さを れて、家 がくつ ぐ時間を提 してくれる場

と考えられた。 
・(iv) の については、主 の家事労働にお る ネル

ギーおよび時間の節約と、良好な の が考 され、

正方形に い平面形 が 用された（図 20）。また家具・

設備の多くが り とされた。 述の配 の は、

主 が 理をしながら居間で を見 ることが

できる利点ももつと考えられた。 
・(vi) の ルコニーは、 ラス ウス以外のすべての住居

に設 られた（ ラス ウスでは 1 階に ラスを設置）。

C 型では 事室と の前に配置され、 外でも 事を

取ることができるように考 されていた。 
このように、大ジードルンク・ ート・デュレンベルク

の住戸において、クラインは の で られた に形

を え、 的かつ 能的、 的な住宅の を実 し

ていたことが見て取れる。理論家として られた彼が、実

者としても を確立させたのがこの大ジードルンクで

あったと える。 
 

ジードルンクの建設後と現状 

しかしながら大ジードルンク・ ート・デュレンベルク

は、クラインの全 計画通りには実現しなかった。図 21
に したように 形の敷地の 側の住棟は建設されな

かったためである。 に わった主な理由は建設 の

足と の 化であるという 43)。クラインは 1929
年と 1930 年に数多くの建築雑誌でこのジードルンクの計

画を 表しているが、それはいわば 中報 であり、つい

に図 13 の 図のような とした は実現しなかっ

たのである。そして彼は 情 の影 を て、1933
年にはドイツからの 住を なくされる。 
その後、 二 世 大 中の 1940 年代初 に、当初実

現しなかった敷地の 側に、クラインの計画を引き ぐよ

うに平行配置型の住棟が 築された。しかしこの しい住

棟には、クラインの住戸で 準であった 中式の や、

彼が した ルコニーは設 られず、居住 としては

 
図 1  空間 

 
図 1  室 の空間 

 

 
図 1  の り の  

 
    図 19 居間 室を た写真 

       に の が  

 
 
 

 

図 20   
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クライン時代の住居よりも るものになった 44)。 
二 大 後の ドイツ時代、このジードルンクは引き

きロイ 工場の社 住宅として 用された。変化が き

るのは 1990 年の ドイツ統一後である 45)。ロイ 工場

から住宅 が 立し、 1993 年にロイ 住宅会社

（Leuna-Wohnungsgesellschaft mbH）（ LEUWO）が成

立した。その 、敷地 側の 2 階建ての ラス ウス式住

棟（E1、E2）は され、個人の になった。 りの住

居は賃 住宅として LEUWO が ・ 理することになり、

現 に る。なお、 された ラス ウス式住棟は、住

人の好みによって外壁に が塗られるなどの変化が見ら

れる（図 22）。一方で最小規模の住居を する 3 階建て

の外廊下型住棟（図 23）は文化財に指 されている。現

この住棟には LEUWO が 理する見学用の住戸もあり、

クラインが計画した最小住居を実 することができる

（図 24）46)。 
また共用施設も ドイツ統一後に変化を った。中

棟は構 的理由から 1990 年代初めに された。現

は 地に建つガス 施設によって、ジードルンクに

が されている。 棟も 1991 年まで 用されたが、

現 はスーパーマーケットへと建て えられている。 
LEUWOが 理するフラット式の住棟にはクライン時代

に建設された住棟と 1940 年代初 に建設された住棟があ

るが、同社の説明によれば、前者の方が家賃は高いにもか

かわらず人気があるとのことである。1940 年代初 の住

棟には き室が 立つ。その理由の一つとして、 ルコニ

ーの があるとのことであった。そのため現 、 ルコ

ニーを たない住棟には ルコニーの 設が 階的に

みられている（図 25）。 ルコニーはクラインが 合住宅

の住戸平面の計画において した の一つであった。

それが現 でも住居の を決める の一つになって

いることは、クラインの指 の正しさを しているよう

に われる。 
 

おわりに 

本 ではアレク ン ー・クラインが 1920 年代後半に

取り組んだ住戸平面 を 説した で、彼の設計によっ

て 1928-30 年に建設された大ジードルンク・ ート・デュ

レンベルクの成立と建築の特徴を論じた。 

 
図 21 ジードルンクの現状航空写真（北が左） 

  破線より南（右）がクライン建設の住棟（現地での 

  確認をもとに Google マップの画像を筆者が加工） 

 
図 22  現在のテラスハウス式住棟（2014 年 1 月撮影） 

    （後はフラット式の住棟） 

 
図 23  外廊下型住棟（2014 年 1 月撮影） 

 
図 24  展示用住戸の居間と寝室（左）（2014 年 1 月撮影） 

 
図 25  バルコニーが増設された 1940 年代の住棟 

    （2014 年 1 月撮影） 
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ロ ア まれの建築家アレク ン ー・クラインは、

1920 年代初 にドイツに 住した後、当時のドイツで

められていた 的かつ 能的な小住居平面の に取

り組むようになる。その 成果は 1927 年よりドイツの

数の建築雑誌に 表された。彼は平面の比 によっ

て、より良い住戸平面を確 する方法を 行した。中でも

彼が した 的な 法が図 方式であった。住戸

内の 、行 面積の 中、平面 の関 など、 の

点から を行い、住戸平面の計画のための 的な

を えようとした。彼の は同時代の日本でも さ

れているが、 ずしもその全 が されたとは えず、

現 ではクラインは 理論の 者として される

面が い。 
クラインがドイツで設計した最大規模のプロジェクト

が大ジードルンク・ ート・デュレンベルクであった。こ

の 1000 戸の大規模ジードルンクの計画においてクライン

は、事前の家 構成の をもとに 4 の住戸規模を設

し、 ラス ウス式、階 室型住棟のフラット式、外廊

下型住棟のフラット式という なる住居形式を して、

ジードルンク全 での住居の多 性を創り出そうとした。

さらに個 の住戸の計画では、 の に づく住戸の

平面型を提案していた。具 的には、 関から通じる い

廊下の 、居間・ 事室 と寝室 のグループ 、

り 家具による 間の効 利用、実用的な の計画、

ルコニーの設置などの特徴を、実現した住戸は備えてい

た。1930 年代初 の の 化により、すべての住

棟が実現することはなかったが、クラインが 指した住戸

の形式・規模の多 性、そして 能的・ 的な は確

されたと考えられる。 
クラインは大ジードルンク・ ート・デュレンベルクを

する文章の中で、「 日われわれは、住人の 的・

的な力が えられる、安く 的な住居を とする
47)」と述べている。このような時代の を、 の

をもとに したのがこのジードルンクだった。それは現

でも され、住人たちを れている。 
 

 

本 は、JS S 費 15K06408 (C)「 イマ

ール期ジードルンクを としたモ ニ ム住宅の 性と

地 性に関する 」（ 代表者： 模 人）の成果の

一 です。本 筆にあたり、ロイ 住宅会社（LEUWO）の

Herr Günther Markgraf 氏に大ジードルンク・ ート・デュレン

ベルクの現 を案内していただき、 を ました。記して

を表します。

 

 

1) 本 は筆者が取り組む イマール期ドイツのジードル

ンクに関する の一 をなす。これまでの筆者による主

な論文として以下がある。「 ットー・ スラーのジードル

ンク・ブルームレーガー・フェルトにお る最小 住居の

成立と変遷」（『日本建築学会計画 論文 No.696』2014 年

2 月, pp.525-533）、「フランクフルトにお る ルンスト・マ

イの住居形式の 開と最小住居への取り組み」（『日本建築

学会計画 論文 No.700』2014 年 6 月, pp.1423-1431）、「1920
年代後半 ルター・グロピウスのジードルンクにお る

水平 の 開：ジードルンク・デッ ウ ル ンと

マー ュトックの比 を通して」『日本建築学会計画 論文

No.701』2014 年 7 月, pp.1701-1709）、「 イマール期ド

イツのジードルンクの計画と現  - ジードルンク・デッ

ウ ル ンを に -」（ ン ジウム 『 コンクリ

ート 合住宅の 100 年』日本建築学会, 2015 年 3 月, 
pp.20-27）、「 ンブルクの レ ュタットの建築的特徴：

イマール期ドイツのジードルンクにお る地 性の一考

」（『 工 大学工学 紀 』Vol.40, No.1, 2017 年 12 月, 
pp. 61-78） 

2) えば、 『建築計画』（ 出版社, 2005）で

は、「合理的な平面計画のために住み方を 学的にとらえる

点として日本に最初に されたのは、A.クラインの

である」として、「アレク ン ー・クラインの 図」

（本 の図 2 の 1 〜 4 を したもの）が掲載されてい

る（pp.30-31）。また 代建築 の 説書でも、 えば、レ

ルド・ベネ ロ『 代建築の （下）』（ 章 , 
出版会, 1979（ 下 合本は 2004））において、ほぼ同じ

の比 図が掲載されている（p.146）。このようにクライ

ンは日本では住宅平面の を行った建築家という面

が されているように われる。 
3) Ulrich Klaus-Stöner, Untersuchung über den Beitrag Alexander 

Kleins zur Entwicklung und Bewertung von Grundrissen im 
Geschoßwohnungsbau, TU Berlin, 1976 

4) 年では、Marco Giorgio Bevilac ua の論文（“Alexander 
Klein and the Existenzminimum  A ‘Scientific’ Approach to 
Design Techni ues”, Nexus Network Journal 13 (2011), 
pp.297-313）がある。本 と同 にクラインの住戸平面

を し、大ジードルンク・ ート・デュレンベルクにつ

いても した論文だが、 提 にとどまっている。本

も イマール期のクラインの主 な を提 しよう

とする点では、これらの 行 と内 的に なる面もあ

るが、クラインの同時代日本での の や、大ジード

ルンク・ ート・デュレンベルクの建設後の にも

している点は にない リジ ルな成果と考えてい

る。 
5) Nina Svensson, “Die Großsiedlung Bad Dürrenberg von 

Alexander Klein”, in  Christiane Wolf (Hrsg.), Das “Land in der 
Mitte”, Magdeburg, 2004, pp.121-146 

6) 本 の 3 章 1〜3 節は、 「アレク ン ー・クライ

ンの大ジードルンク・ ート・デュレンベルクについて」

（『2014 年度日本建築学会大会学 （建築 ・

）』2014 年 9 月, pp.869-870）を大 に加筆 正し、まと

めなおしたものである。そのため一 の記述において同

と があることを断っておく。 
7) クラインの については、Klaus-Stöhner, op.cit.および

Serge Klein, ‘Arbeiten Alexander Kleins’, Bauwelt, 1962, 
pp.163-166 / Myra Warhaftig, ‘Alexander Klein zum 110. 
Geburtstag’, Bauwelt, 1989, p.1042 / Günther Kühne, “Klein, 
Alexander”, in  Jane Turner (ed.), The Dictionnary of Art, Oxford 
University ress, New ork, 1996, pp.114-115 を参照した。た

だしこれらの では記述が に なる点がいくつかあ

り、 えば最初の ンクト・ ルスブルクでの設計

が 1904 年か 1906 年か、あるいはベルリンに 住した年が
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1920 年か 1921 年かなどの 違が見られる。それらについて

は確からしい方を 用するか、大まかな時期を す表現と

している。 
8)  ‘Die Versuchssiedlung im ischtalgrund in Berlin- ehlendorf’, 

Moderner Wohnbau, 1928, pp.137-148。ブルー ・タウトらが

設計した「トム さんの小 （Onkel Toms Hütte）」と呼ば

れる GEHAG（ 住宅 式会社（Gemeinnützige Heimstätten 
A.G.））のジードルンクの 地に、Gagfah（ 業 住宅

式会社（Gemeinnützige A.G. für Angestellten-Heimstätten））
によって建設された住宅 の内の 3 棟をクラインが設計し

た。この Gagfah の住宅 は、ドイツの住宅建設の 性を

する 的 関である「建設 び住宅の 性に関する

立 会 （ Reichsforschungsgesellschaft für die 
Wirtschaftlichkeit im Bau- und Wohnungswesen）」の 成も

た実 ジードルンクであり、17 の建築家が参加して、

「建築と居住（Bauen und Wohnen）」と する 会として

開された。参加した建築家には、クラインの他に ンス・

ルツィ 、パウル・ ュ ッ ー、 インリ ・ ッ

セ ウらがいた。タウトらの GEHAG の建築 が で

設計されていたのに対し、クラインら Gagfah の住宅は 配

であり、デ インにおいては 的な面を していた。 
9) Alexander Klein, “Versuch eines graphischen Verfahrens zur 

Bewertung von Kleinwohnungsgrundrissen”, Wasmuths 
Monatshefte für Baukunst, Berlin, 1927, H.7, pp.296-298 

10) Alexander Klein, “Untersuchungen zur rationellen Gestaltung 
von Kleinwohnungsgrundrissen”, Die Baugilde, Berlin, 1927, 
pp.1349-1361, 1365-1368 

11) Alexander Klein, “Brauchen wir Eingangsflure in 
Kleinstwohnungen ”, Bauwelt, 1927, Heft 21, pp.524-525 

12) Alexander Klein, “Grundrißbildung und Raumgestaltung von 
Kleinwohnungen und neue Auswertungsmethoden”, Zentralblatt 
der Bauverwaltung, 1928, Nr.34, pp.541-549 u. Nr.35, 
pp.561-568 

13)クラインによる同時期の雑誌記事としては、以下が挙げら

れる。Alexander Klein, “Vorschlag zu einem Wohnungstyp”, 
Stein • Holz • Eisen, 1927 (28. Woche), pp.623-625 / Alexander 
Klein, “Neues Verfahren zur Untersuchung von 
Kleinwohnungsgrundrissen  Vergleich der Wohneigenschaften 
von vier Kleinwohnungen mit gleicher rontlänge u. Bautiefe”, 
Die Wohnung, August 1928, pp.57-64 / Alexander Klein, “Das 

roblem der Kleinwohungen  Seine wirtschaftliche und kulturelle 
Bedeutung”, Deutsche Bauzeitung: Moderne Wohnbau, 
September 1929, pp.106-108 / Alexander Klein, “Das roblem 
der Kleinwohungen  Seine wirtschaftliche und kulturelle 
Bedeutung”, Deutsches Bauwesen, Juli 1929, pp.157-158。さら

にクラインの住戸平面 を他の 筆者が した記事と

し て 以 下 が あ る 。 Völter, “Vorbildliche Grundrisse für 
Kleinstwohnungen”, Die Baugilde, 1928, pp.336-337 / A. 
Kellermüller, “Rationelle Gestaltung von 
Kleinwohnungs-Grundrissen. Untersuchungen von Architekt 
Alex. Klein, Berlin”, Das Wohnen: Schweizerische Zeitschrift für 
Wohnungswesen, ürich, 1928, No.2, pp.23-26 / Hans Gerlach, 
“Neue Grundrißlösungen Alexander Kleins”, Die Wohung, April 
1929, pp.7-12 / Völter, Neue Grundriss-Studien von Arch. BDA 
Alexander Klein.  Enger Wettbewerb der 
Reichsforschungs-Gesellschaft und Auswertung der 
Wettbewerbsarbeit für die raxis , Die Baugilde, 1929, 
pp.596-604。またクラインは 1930 年に出版された『住居学

典』で「住戸および住宅のための平面 形」の を

筆し、 の 成果をまとめている（Alexander Klein, 

“Grundrißgestaltung für Wohnung und Haus”, in  
Handwörterbuch des Wohnungswesens, Jena, 1930, pp.318-325）。 

14) クラインはこの記事を、同誌の を担っていた建築家

ェル ー・ ー マンの依頼で 筆したとされる。1927
年 5 月にはベルリンで ー マンが 画にかかわった J.J. .
アウトの 会が開 されていた（Klaus-Stöner, op.cit., 
p.123）。 

15) ドイツの 合住宅では、一つの住戸が 2 の構成（いわ

るメゾネット式）にならず、1 のみのタイプ（最も一般

的 な 合 住 宅 の タ イ プ ） を Stockwerkwohnung や

Etagenwohnung、Geschosswohnung と呼 。日本 では決ま

った呼び はないが、本 では「フラット式」と呼 こと

とする。 
16)「一家 用住宅（Einfamilienhaus）」は、一戸建て住宅や

ラス ウス式住宅など、 住居が外 からの を個別に

つ 立性の高い住宅のタイプを表すドイツ である。日

本では みがない呼び だが、ドイツにお る用 を正

確に伝えるためにここでは えて 的な を用いるこ

ととした。 
17) 具 的には、 えば、「1. 住居は安くあるべき」として「a) 
最大のベッド数にお る最小の建設面積」、「2. 住居は

的であるべき」として「a) な をもつ寝室と居間の

可能な り正しい き」、「3. 住居は居住 的に 点のな

いものとなるべき」として、「a. 数は家 の に対

するべき（ しはなし）。 室は正しくグループ化され、

に適 に結びつ られるべき」、そして「4. 住居は 適

にすべき」として、「a) 個 の の大きさは、用 に じ

て区別されな ればならない」などの 20 が記されてい

た（Zentralblatt der Bauverwaltung, 1928, p.545）。 
18) Zentralblatt der Bauverwaltung, 1928, p.547 に掲載された表

では、タイプ 3, 4 の居住効 の がともに「0.55」となって

いたが、明らかな間違いと われるため、図 5 の表では

正した。 
19) 煉 については、 「 煉 ：

ートピア - ア ンギ ルドの 」（『モ ニスト 考 日

本 建築の 20 世紀はここから始まった』 社, 2017, 
pp.313-333）参照。 

20) Völter, “Vorbildliche Grundrisse für Kleinstwohnungen”, Die 
Baugilde, 1928, pp.336-337 

21) Alexander Klein, ‘Beiträge zur Wohnfrage’, in  ritz Block 
(Hrsg.), Probleme des Bauens, otsdam, 1928, pp.116-145。同書

には他に ritz Schumacher, Ernst May, Walter Gropius といっ

た な建築家も論考を せている。 
22) 見 ・ ・中 ・ 「 ・

本 の住宅論 について -日本 代建築 にお る「早

建築」と住居学の ・2 -」（『日本建築学会大会学

 -2』1997 年, pp.53-54）および同 者「 前の住

宅改良に う および 時間 について -日本

代建築 にお る「早 建築」と住居学の （3） 住
居学の ・1 -」（『日本建築学会大会学  -2』
1995 年, pp.65-66）。なおここで 者らは「クラインの 理

論」という を度 用いており、クラインが「 理論」

の建築家であることを前提に論を めている を る。 
23) 「間取りの 性」（『住宅』1929 年 7 月, 

pp.24-29） 
24) ・ 「住宅 の配 に関する統計的

（住宅 通 報）」（『建築雑誌』1934 年 4 月, 
pp.57-68） 

25) 同時代の雑誌記事にはこのジードルンクの正確な 工・

工時期は記されていない。ここでの 1928-30 年という建設
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期間は、『20 世紀ドイツ建築ガイド』（Winfried Nerdinger, 
Cornelius Tafel (Hrsg.), Architekturführer Deutschland 
20.Jahrhundert, Basel • Berlin • Boston, 1996, p.80）の記載を参

照した。なおスフェンソンの論文では、1928 年 10 月に建設

開始という記載もあるが（Svensson, op.cit., p.144）、同時代

の雑誌記事（Die Wohnung, 1929, p.90）では 1928 年 10 月 28
日にゾンマーフェルトの会社への施工の依頼が正式に決ま

ったと記されているので、判断が難しい。またスフェンソ

ンによれば、1928 年 11 月 6 日にグロピウスとクラインが

1000 戸のジードルンクの建築家として正式に契約を結んだ

とされる（Svensson, op.cit., p.130）。 
26) 主 な も の に 、 Alexander Klein, “Gross-Siedlung Bad 

Dürrenberg, Kreis Merseburg”, Moderne Wohnbau. Monatsheft 
zur Deutschen Bauzeitung, 1929, pp.133-139 / Landrat Guske, 
Mersebrug, “Die Großsiedlung Bad Dürrenberg im Landkreise 
Merseburg”, Die Wohnung, Juni, 1929, pp.88-90 / Alexander 
Klein, “Die Großsiedlung Bad Dürrenberg im Landkreise 
Merseburg”, Die Wohnung, Juni, 1930, pp.349-359 / Alexander 
Klein, “Großsiedlung für 1000 Wohnungen in Bad Dürrenberg 
bei Leipzig”, Die Baugilde, 1930, pp.1458-1480 / Adolf 
Schumacher, “Alexander Klein, Berlin. Gross-Siedlung Bad 
Dürrenberg”,Moderne Bauformen, 1930, pp.294-303 / Alexander 
Klein, “Eine Großsiedlung im Landkreise Merseburg”, Deutsche 
Bauhütte, 1930, pp.140-141 がある。本章の記述はこれらの同

時代記事の記述にもとづいている。また、スフェンソンの

論文（Svensson, op.cit.）も補足的に参照した。 
27) このジードルンクは当初「Kolonie Merseburg」、後に

「Neu-Rössen」と呼ばれた。Georg Dehio. Handbuch der 
Deutschen Kunstdenkmäler: Sachsen-Anhalt II: 
Regierungsbezirke Dessau und Halle, München • Berlin, 1999, 
pp.423-425 

28) Svensson, op.cit., p.121 
29) Moderne Wohnbau, 1929, p.133 
30) クラインはその利点を以下のように述べている。「（この

構法によって）成立する多孔性の壁は表面が粗いため、化

粧塗りに適している。レンガ壁と違って、どこにでも釘が

打てる。配合水がわずかに溢れ出ることによる湿気は多孔

性の壁からはすぐに放出されるので、早く乾き、化粧塗り

作業がすぐに始められる。」（Ibid., p.138（括弧内は引用者）） 
31) クラインの説明によれば、メルセブルクのジードルンク

では、3〜4 階の建物にかかる圧力に対して少なくとも 8〜9
倍の安全度があることがわかった。また、1928-29 年の厳し

い冬において、厚さ 26cm のスラグコンクリートの壁が、少

なくとも厚さ 38cm の煉瓦壁と同等の断熱性能をもつこと

が証明されたという（Ibid.）。なお別の記事によれば、天井

は通常の木製梁の天井として作られ、床は一般的な木製床

板 が 敷 か れ た と さ れ る （ Moderne Bauformen, 1930, 
pp.294-295）。 

32) W. Nerdinger, Architekt Walter Gropius, Berlin, 1996, p.248 
33) Die Wohnung, 1929, p.90。 
34) この敷地の南側にはベルリンの建築家 Werner von 

Walthausen の設計ですでに 1927 年から建設されていたジー

ドルンクがあった。そちらは街区を囲む住棟形式が特徴で

あり、建設方法は「コンクリート流し込み構法」ではなく、

伝統的な煉瓦積みだったとされる（Svensson, op.cit., p.125、
および住宅会社 LEUWO が 2000 年に作成したパンフレット

‘Gartenstadt Bad Dürrenberg’（以下、LEUWO (2000)）を参照）。 
35) W.ネルディンガーは、このジードルンクはグロピウスの

配置計画をもとにクラインが実現させたと記している

（Nerdinger, op.cit., 1996, p.248）。一方でスフェンソンは1928

年 10 月に二人の共同案（事前にあった建設計画の改良案）

が提出されたと記している（Svensson, op.cit., p.130）。彼女

はまた、二人はチームを組んでの仕事は好まなかったとも

書いている（Ibid, p.131）。このように二人の共同作業につい

ての詳細は明確になっていない。 
36) Die Baugilde, 1930, p.1458 
37) Ibid. 
38) その理由としてクラインは、事前に住民に行ったアンケ

ートの回答の多くが個別の庭を希望していなかったためと

述べている（Moderne Wohnbau, 1929, p.138）。 
39) Die Baugilde, 1930, pp.1464, 1470, 1479 
40) この節の住居の説明については主に Moderne Wohnbau, 

1929, p.133-138 と Die Baugilde, 1930, pp.1458-1480 の記述を

参照した。 
41) Völter, op.cit., “Neue Grundriss-Studien von Arch. BDA 

Alexander Klein”, Die Baugilde, 1929, pp.596-604 
42) Die Baugilde, 1930, p.1462 にはさらに「Typ C9 (60.35 ㎡)」
と「Typ C16 (84.30 ㎡)」の 2 つの住戸タイプの平面図も掲載

されているが、それらに関する説明は本文中にない。他の

記事でもフラット式としては C2、C7、C13 の 3 タイプを挙

げており、おそらくこの 3 タイプが建設されたと考えられ

る。 
43) LEUWO (2000)。スフェンソンによれば、建設されたのは

494 戸とされる（Svensson, op.cit., p.128）。その通りであれば、

計画のほぼ半数の住戸しか実現しなかったことになる。 
44) スフェンソンは、クラインの設計した住戸の設備が当時

の労働者住宅の水準に比べて贅沢なものであり、結果的に

雑費（Nebenkosten）を含めた家賃が高く、アンモニア工場

の労働者にとっては負担が大きかったことを指摘している

（Svensson, op.cit., pp.141-143）。 
45) ジードルンクの建設後の変遷については、2014 年 1 月 20
日と 22 日に筆者が現地を訪問し、LEUWO の支配人

（Geschäftsführer）ギュンター・マルクグラーフ氏（Herr 
Günther Markgraf）にインタビューした情報をもとに記して

いる。 
46) マルクグラーフ氏によれば、文化財とされているのは外

廊下型住棟のみとのことである。Thomas-Müntzer-Str.6h にあ

る見学用住戸（Museumswohnung）は予約すれば見学可能で

あり、筆者は 2014 年 1 月 20 日にマルクグラーフ氏の案内

のもと見学した。41.72 ㎡の最小規模の住居であるが、居間

と寝室の間の引き戸やクラインによって創案された家具の

効果により、面積の割にはさほど狭さを感じさせない間取

りとなっていた。 
47) Die Baugilde, 1930, p.1458 
 

図版出典 

図 1, 22〜25：筆者撮影 
図 2：Die Baugilde, 1927 
図 3：Die Bauwelt, 1927 
図 4, 5：筆者作成 
図 6, 7：Zentralblatt der Bauverwaltung, 1928 
図 8, 10, 13, 18, 20：Die Baugilde, 1930 
図 9：Die Wohnung, 1930 
図 11, 12, 19：Moderne Bauformen, 1930 
図 14, 16, 17：Moderne Wohnbau, 1929 
図 15：Die Baugilde, 1929 
図 21：Google マップの画像（2018 年 3 月）を筆者加工 
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